
【大規模災害時においての一時避難所の運用について】 

➀ 申請した一時避難所に不特定多数の方が避難して来た時の受入れ方をどうするのか 

➁ 一時避難所としての機能を具体的にどのように果たす計画なのか、また、設備する機器をどのように 

活用するのか（消費量計算書に基づく計画内容について記述ください） 

③ 避難所が所在する地方公共団体との認知（協定等）の進捗状況 

  （地方公共団体は認知に関してどのような対応・反応なのか？） 

①災害発生時、（施設名称）に勤務する社員・スタッフ〇〇名滞在の他、建物内の△△（部屋、スペースの 

名称等）を開放、避難されて来る近隣住民等約□□名の受入を行い、合計約★★名を収容する一時避 

難所としての機能を果たす予定。 

②上記を果たすため、今回導入を計画する補助対象設備等を以下のように活用する。 

 １）〇〇ｋｇ災害バルクは、別紙９「燃料消費量計算書」のとおり、災害発生時に発電、空調、炊出し等を 

３日間以上行うため、常に残量５０％以上を維持するよう充てん配送し、維持管理に努める。 

 ２）〇相〇〇ｋｖ定置式 LP 非常用発電機は、災害が発生し商用電力が止まった際稼働開始、７２時 

間運転することで、別紙５「電気機器負荷リスト」のとおり、建物内及び投光器等の照明や空調、スマホ 

等の通信機器充電、断水時の給水ポンプ稼働用の電力確保に努める。 

 ３）GHP は真夏の昼間の冷房や冬場の夜間暖房等を中心に稼働させ、避難者の健康維持等に努める。 

 ４）バルクの付属設備であるガス栓ユニットに燃焼機器として購入するイモノコンロを接続、敷地内で炊出しを 

行い、避難者へ暖かい食事等の提供に努める。なお、避難者人数分の飲料水や食料等の資材備蓄につ 

いても検討中である。 

 ５）上記の他、当社で保有している給湯器による洗面等のお湯の提供も行い、避難生活の質の向上に努め 

る。ただし当社敷地内には受水槽等の設備がなく断水時には給湯が出来なくなるため、前述の飲料水配 

備を進める予定である。 

③〇月〇日に〇〇市危機管理課に対し、当社施設の避難所機能強化について説明を行った後、一時避難所 

としての認知をしていただけるよう現在協議中であり、事業完了までに「協定書締結」もしくは「認知書面」取得 

を図る予定で動いている。 

〇月〇日までに〇〇市危機管理課と「協定書締結」もしくは「認知書面」を締結できる予定。 

                                                           以上 
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申請者：○○○○㈱ 

役職・氏名：代表取締役 〇〇〇〇 

記載例 

① 避難所運営体制を記載。社福など入所者優先対応の為部受入困難な施設の場合はそのように明記 

② バルク等設置する設備をどのように活用するのかを明記。災害時活用する既存保有燃焼機器も明記 

③ 避難所認知へ向けての自治体との協議状況などを記載。社福）や医社）は認知不要＝記載不要 

 


